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　「
良
き
道
が
与
え
ら
れ
て
」

　

私
は
プ
ー
ル
高
等
女
学
校

で
の
学
び
が
ご
縁
で
、
キ
リ

ス
ト
教
に
触
れ
ま
し
た
。
２

年
生
の
時
に
終
戦
を
迎
え
、

そ
れ
ま
で
と
違
い
、
何
の
制

約
も
な
く
、
学
校
の
勧
め
で

教
会
に
通
い
始
め
、
20
歳
で

受
洗
。
以
来
70
年
の
信
仰
生
活
を
続

け
る
恵
み
に
与
り
ま
し
た
。

　

職
場
で
出
会
っ
た
夫
は
、
別
の
教

会
に
通
う
人
で
、
や
が
て
当
教
会
で

洗
礼
を
受
け
、
旧
礼
拝
堂
（
現
ワ
レ

ン
館-

会
館
）
で
聖
婚
式
を
挙
げ
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ホ
ー
ム
を
築
き
、
二

児
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
子
育
て
時
代
の
ま
だ
若

か
っ
た
頃
、
苦
し
い
時
代
を
乗
り
越

え
て
新
し
い
礼
拝
堂
が
建
て
ら
れ

（
１
９
６
６
年
）、
大
き
な
喜
び
で
し

た
。
今
ま
た
、
高
齢
者
・
障
が
い
者

が
集
い
や
す
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
礼

拝
堂･

会
館
・
牧
師
館
へ
の
全
面
建

替
え
と
、
加
え
て
地
域
小
規
模
施
設

の
開
設
が
実
現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
生
涯
に
二
度
の
教
会
建
設
を

目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
教
会
に
と
り
ま
し
て
も
、
私
個

人
に
と
り
ま
し
て
も
、
何
と
大
き
な

お
恵
み
を
戴
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

京
都
教
区
と
の
合
併
も
大
き
な
お

恵
み
に
与
る
機
会
に
し
た
い
も
の
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
終
息
を
も

併
せ
祈
り
つ
つ
。

（
大
阪
聖
三
一
教
会　

大お
お

山や
ま　

秩ち
つ

子こ

）

　

今
年
は
例
年
と
は
大
き
く
様
相
の

異
な
る
大
斎
節
を
迎
え
ま
し
た
。
皆

さ
ま
に
は
何
回
目
の
大
斎
節
で
し
ょ

う
か
。初
め
て
の
方
も
お
ら
れ
れ
ば
、

何
十
回
、
い
や
70
～
80
回
と
大
斎
節

を
過
ご
し
て
て
来
ら
れ
た
方
も
多
く

お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
私
の
年

代
で
は
大
斎
節
を
迎
え
る
時
に
思
い

浮
か
べ
る
言
葉
は
、「
大
斎
を
失
う

も
の
は
、
一
年
を
失
う
」
で
す
。
私

自
身
は
こ
の
先
達
の
堅
い
言
葉
の
た

め
か
、
い
く
ら
回
数
を
重
ね
て
も
い

ざ
大
斎
節
を
迎
え
る
と
、「
何
を
目

標
と
し
て
過
ご
そ
う
か
」
と
思
い
悩

む
信
徒
の
一
人
で
し
た
。
そ
し
て
、

主
日
や
毎
水
曜
日
の
祈
り
は
守
る
の

で
す
が
、
企
業
人
の
多
忙
を
言
い
訳

に
満
足
の
い
く
四
十
日
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
あ
る
時
か
ら
、
こ
の
堅

い
言
葉
が
少
し
ず
つ
で
す
が
、
何
か
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リ
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言
葉
と
し
て
響
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
き
っ
か
け
は
父
が
読
ん
で
い
た

故
森も
り

紀と
し
あ
き旦
中
部
教
区
主
教
の
書
か

れ
た
『
主

日
の
御
言

葉
』
で
し

た
。
そ
の

大
斎
節
の

頁
に
「
信

仰
的
な
行

い
を
普
段

の
日
よ
り

も
強
く
意

識
し
て
自

己
を
キ
リ

ス
ト
と
他
者
に
献
げ
た
り
、
大
斎
克

己
献
金
を
し
た
り
、
洗
礼
志
願
者
と

な
っ
た
つ
も
り
で
教
会
の
信
仰
を
学

び
直
し
て
悔
い
改
め
、
大
祝
日
の
準

備
と
し
て
の
『
紫
』
の
祭
色
の
中
を

進
み
な
が
ら
、
喜
び
の
復
活
日
と
い

う
『
白
』
を
目
指
し
ま
す
」
と
あ
り

ま
し
た
。
毎
年
管
区
か
ら
配
布
さ
れ

る
大
斎
克
己
献
金
の
案
内
に
添
え
ら

れ
て
い
る
文
章
で
す
。
こ
の
箇
所
を

読
み
、
私
の
大
斎
節
の
目
標
は
企
業

人
の
使
命
と
同
じ
よ
う
に
背
伸
び
を

し
た
、
人
か
ら
認
め
ら
れ
る
こ
と
を

望
む
自
己
満
足
の
目
標
に
な
っ
て
お

り
、
甚
だ
し
く
本
末
転
倒
で
、
そ
の

よ
う
な
目

標
を
イ
エ

ス
様
は
望

ま
れ
て
い

な
い
と
気

づ
か
さ
れ

た
の
で
し

た
。

　

ま
た
、

大
斎
始
日

（
灰
の
水

曜
日
）
の

特
祷
に
「
ど
う
か
わ
た
し
た
ち
の
う

ち
に
悔
い
改
め
の
心
を
新
た
に
お
こ

し
て
く
だ
さ
い
。
…
」
と
あ
り
ま
す

が
、
イ
エ
ス
様
の
ガ
リ
ラ
ヤ
で
の
福

音
宣
教
の
第
一
声
で
「
時
は
満
ち
、

神
の
国
は
近
づ
い
た
。
悔
い
改
め

て
福
音
を
信
じ
な
さ
い
」（
マ
ル
コ

1
:

15
）
と
言
う
悔
い
改
め
の
言
葉

で
し
た
。
時
は
満
ち
と
勇
ま
し
い
響

き
の
み
言
葉
で
す
が
、「
悔
い
改
め

て
神
様
の
良
き
お
と
ず
れ
を
信
じ
な

さ
い
」
と
イ
エ
ス
様
は
言
わ
れ
た
の

で
す
。
私
た
ち
は
複
雑
に
考
え
ず

に
、
た
だ
イ
エ
ス
様
の
み
言
葉
に

耳
を
傾
け
、
悔
い
改
め
の
心
を
新
た

に
お
こ
し
て
く
だ
さ
い
と
祈
る
こ
と

が
大
切
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
の
で

す
。

　

い
ま
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
で
、
世
界
の
人
々
、

そ
し
て
身
近
な
方
々
が
苦
し
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
否
応
な
く
新
し

い
生
活
様
式
が
私
た
ち
に
求
め
ら

れ
、
教
会
生
活
が
変
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
祈
り
、
悔
い
改
め

に
悩
み
な
が
ら
も
そ
の
こ
と
に
終
わ

り
を
告
げ
、
新
し
い
教
会
生
活
の
芽

生
え
を
見
い
出
す
大
斎
節
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

（
桑
名
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ー
教
会
・
四
日

市
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
牧
師
補
）

悔
い
改
め
て
福
音
を
信
じ
な
さ
い

執
事
　
ア
ン
デ
レ　

江え

と渡　

由よ
し
な
お直
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２
月
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
の

お
年
賀
は
い
ろ
い
ろ
な
形
で
頂
き
ま

し
た
。
年
賀
は
が
き
、FACEBOOK

、

LIN
E

、
メ
ー
ル
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
、
将
来
へ
の
不
安
と
い
っ

た
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

お
そ
ら
く
、
ど
う
生
き
て
い
っ
た
ら

い
い
か
を
皆
様
お
考
え
な
の
で
し
ょ

う
。
少
し
長
め
の
文
章
を
添
え
て
下

さ
る
方
が
多
い
の
が
、
今
年
の
特
徴

で
し
た
。
そ
の
中
に
考
え
さ
せ
ら
れ

る
文
章
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介

し
ま
す
。
学
校
の
後
輩
で
も
あ
る
Ｋ

兄
か
ら
の
年
賀
で
す
。
要
約
す
る
と

「
大
き
な
変
化
が
求
め
ら
れ
る
時
代

だ
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
は
い
か
な

い
も
の
だ
。
ス
ピ
ー
ド
感
が
な
い
、

焦
り
、
い
ら
だ
ち
、
投
げ
や
り
、
無

力
感
に
襲
わ
れ
た
り
、
他
者
に
攻
撃

的
に
な
っ
た
り
・
・
・
・
大
き
な
課

題
を
達
成
す
る
に
は
時
間
が
か
か

る
。
大
き
な
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い

れ
ば
こ
そ
、
小
さ
な
変
化
に
目
を
注

ぎ
、
そ
の
こ
と
を
喜
ぶ
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
。
千
里
の
道
も
一
歩
か

ら
。
足
取
り
が
し
っ
か
り
し
て
、
決

し
て
あ
き
ら
め
な
い
、
あ
き
ら
め
の

悪
い
、
新
し
い
社
会
を
造
り
だ
す
人

が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
。」
と
い
う
内
容
で
し
た
。
小

さ
な
変
化
に
目
を
注
ぎ
、大
切
に
し
、

　
　
　
　  

羊羊  

だだ  

よよ  

りり

そ
れ
を
喜
ぶ
、
大
事
な
言
葉
だ
と
思

い
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
メ
モ
を
取

り
ま
し
た
。

　

で
は
、
私
は
ど
う
す
る
の
か
。
２

つ
の
言
葉
が
浮
か
び
ま
し
た
。
先
行

き
不
透
明
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、「
原

点
に
帰
っ
て
求
道
す
る
心
を
大
切
に

す
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
当
た
り
前

の
こ
と
で
す
が
、
聖
書
と
祈
り
と
黙

想
を
大
事
に
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、

結
果
は
ど
う
あ
れ
最
善
を
尽
く
す
こ

と
。
あ
き
ら
め
な
い
、
あ
き
ら
め
の

悪
い
人
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
、
世
界

が
、
教
会
が
、
関
係
諸
施
設
が
ど
う

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
か
。
わ
た
し

た
ち
も
生
き
方
を
変
え
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
、
皆

様
の
健
康
が
守
ら
れ
、
歩
む
べ
き
道

が
明
ら
か
に
さ
れ
、
心
豊
か
な
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
に
、
お
祈
り
致
し

ま
す
。（
主
教
ア
ン
デ
レ　

磯　

晴
久
）

★
教
区
主
教

　

主
教　

磯　

晴
久

★
常
置
委
員

　

 

司
祭　

柳　

時
京
（
長
）、
司
祭　

千
松
清
美
、
司

祭　

内
田　

望
、
太
田
幸
彦
（
ル
シ
ヤ　

書
記
）、

辻　

節
子
（
ト
マ
ス
）、
辻　

彩
乃
（
川
口
）

★
総
会
代
議
員

　

 

司
祭　

千
松
清
美
、
司
祭　

柳　

時
京
、
太
田
幸
彦

（
ル
シ
ヤ
）、
鈴
木
光
子
（
ス
テ
パノ
）

★
会
計
検
査
委
員

　

 

春
名
英
夫
（
マ
タ
イ
）、
山
本
多
津
子
（
マ
ル
コ
）

■
総
務
局

　

局
長　

司
祭　

内
田　

望

☆
法
制
委
員
会

　

 

司
祭　

林　

正
樹
（
長
）、
司
祭　

松
平　

功
、
司

祭　

金
山
将
司　

小
出
裕
司
（
ア
ン
デ
レ
）、
春
名

英
夫
（
マ
タ
イ
）、
米
満
司
郎
（
ミ
カ
エ
ル
）、
水
畑

裕
美
（
教
区
事
務
所　

ガ
ブ
リ
エル
）

☆
歴
史
編
集
委
員
会

　

 

司
祭　

韓　

相
敦
（
長
）、
司
祭　

金
山
将
司
、
奥

田
哲
夫
（
ア
ン
デ
レ
）、
早
川
文
子
（
ト
マ
ス
）

　

 《
協
力
委
員
―
西
口　

忠
（
桃
山
学
院
資
料
室
）》

☆
広
報
委
員
会

　

 

司
祭　

小
林　

聡
（
長
）、
司
祭　

金
山
将
司
、
司

祭　

千
松
清
美
、
米
田
久
美
子
（
聖
愛
）、
井
上
る

み
子
（
マ
ル
コ
）、
寒
河
江
研
司
（
三一）、
協
力
委
員

―
司
祭　

古
澤
秀
利

☆
管
財
委
員
会

　

 

國
分
腆
旺
（
長　

聖
愛
）、
佐
野
重
雄
（
ア
ン
デ
レ
）、

寒
河
江
研
司
（
三一）

☆
納
骨
堂
設
置
申
請
担
当

　

 

國
分
腆
旺
（
聖
愛
）

☆
教
区
墓
地
管
理
委
員
会

　

 

太
田
幸
彦
（
長
）、
石
井
英
隆
（
聖
愛
）

　

 《
陪
席
―
司
祭　

内
田　
　

望
（
総
務
局
長
）》

■
宣
教
局

　

局
長　

司
祭　
ウ
イ
ル
ソ
ン 

ウ
ォ
ー
レ
ン

　

局
長
補　

司
祭　

古
澤
秀
利

★
部
会
の
構
成
（
局
長・各
委
員
の
長・教
区
婦
人
会
長・

連
合
男
子
会
長
）

　

 

司
祭　
ウ
イ
ル
ソ
ン 

ウ
ォ
ー
レ
ン
、司
祭　

古
澤
秀
利
、

司
祭　

千
松
清
美
、
小
野
田
富
美
子
（
ア
ン
デ
レ
）、

山
村
小
夜
子
（
川
口
）、
鈴
木
憲
二
（
ス
テ
パノ
）

　

 《
陪
席
―
太
田
幸
彦
（
教
区
事
務
所
）》

☆
社
会
宣
教
委
員
会

　

 

司
祭　

古
澤
秀
利
（
長
）、
司
祭　

原
田
光
雄
、
司

祭　

成
岡
宏
晃
、
司
祭　

小
林
聡
、
田
中　

廉
（
ト

マ
ス
）、
浅
海
由
里
恵
（
ガ
ブ
リ
エル
）

　
 《

協
力
委
員
―
山
野
善
子
（
テ
モ
テ
）、
牧
口一二
（
ヨ

ハ
ネ
）》

社
会
奉
仕
部
門

　

 

司
祭　

内
田　

望
、
岡
部
美
枝
（
パ
ウ
ロ
）、
山
本

久
美
（
聖
愛
）、
中
尾
由
紀
子
（
マ
リ
ヤ
）、
井
上
る

み
子
（
マ
ル
コ
）

☆
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
宣
教
協
働
委
員
会

　

 

司
祭　

古
澤
秀
利（
長
）、司
祭　
ウ
イ
ル
ソ
ン 

ウ
ォ
ー

レ
ン
、
司
祭　

原
田
光
雄
、
司
祭　

金
山
将
司
、
加

納
佳
世
子
（
ア
ン
デ
レ
）、
眞
子
義
人
（
三一）、
丹
田

則
史
（
ガ
ブ
リ
エル
）

　

 《
協
力
委
員
―
呉　

光
現
（
聖
公
会
生
野
セ
ン
タ
ー

総
主
事
）》

☆
礼
拝
・
音
楽
委
員
会

　

 

小
野
田
富
美
子
（
長
・
ア
ン
デ
レ
）、
司
祭　

内
田　

望
、
司
祭　

原
田
佳
城
、
執
事　
ヒュー
ム 

ユ
ー
ワ
ン
、

内
海
由
美
子
（
川
口
）、
斎
藤
み
ち
（
ト
マ
ス
）、
田

中　

史（
川
口
）、辻　

彩
乃（
川
口
）、槻
本　

愛（
三一）

☆
生
涯
学
習
委
員
会

　

 

司
祭　

千
松
清
美
（
長
）、
司
祭　

古
澤
秀
利
、
司

祭　

成
岡
宏
晃
、司
祭　

金
山
将
司
、執
事　
ヒュー

ム 

ユ
ー
ワ
ン
、
斎
藤
み
ち
（
ト
マ
ス
）

　

 《
協
力
委
員
―
寺
内　

誠
（
マ
ル
コ
）、
大
西　

温

（
三一）》

■
財
政
局

　

局
長　

辻　

潤
（
マ
ル
コ
）

★
財
務
委
員
会

　

 

司
祭　

韓　

相
敦
、
太
田
幸
彦
（
ル
シ
ヤ
）、
糟
谷

　

茂
（
守
口
）、寒
河
江
研
司
（
三一）、竹
淵
久
子
（
城

南
）、名
出　

正
（
川
口
）、服
部
喜
代
司
（
ト
マ
ス
）、

西
原
素
直
（
守
口
）

　

 《
陪
席
―
水
畑
裕
美（
会
計
担
当　

教
区
事
務
所
）、

司
祭　

内
田　

望
（
総
務
局
長
）》

■
諸
委
員

★
聖
職
試
験
委
員
会

　

 

司
祭　

原
田
光
雄
（
長
：
大
阪
教
区
：
宣
教
・

牧
会
）、
司
祭　

大
岡　

創
（
京
都
教
区
：
宣
教
・

牧
会
）、
司
祭　

ウ
イ
ル
ソ
ン 

ウ
ォ
ー
レ
ン
（
大
阪
教

区
：
旧
約
聖
書
）、司
祭　

三
木
メ
イ
（
京
都
教
区
：

新
約
聖
書
）、
司
祭　

門
脇
光
禅
（
京
都
教
区
：

教
理
）、
司
祭　

松
平　

功
（
大
阪
教
区
：
教
会

史
）、
司
祭　

内
田　

望
（
大
阪
教
区
：
礼
拝
）、

中
村
允
之
（
京
都
教
区
岸
和
田
復
活
）、
佐
々
木
靖

子
（
京
都
教
区
桃
山
基
督
）、
鈴
木
光
子
（
大
阪
教

区
ス
テ
パノ
）、
野
知
卓
司
（
大
阪
教
区
ヨハ
ネ
）

★
聖
職
養
成
委
員
会

　

 

司
祭　

内
田　

望
（
長
）、
司
祭　

千
松
清
美
、
田

中　

史
（
川
口
）、
井
上
惠
美
子
（
マ
リ
ヤ
）

★
牧
会
支
援
委
員
会

　
 

司
祭　

義
平
雅
夫
（
長
）、
岐
邨
正
昭
（
ミ
カ
エル
）、

丹
羽
正
擴
（
マ
リ
ヤ
）、
八
木
さ
ゆ
り
（
ペ
テ
ロ
）

★
大
阪
・
京
都
特
別
協
働
教
区
運
営
委
員
会
【
大
阪
・

京
都
合
同
委
員
会
】〈
２
０
２
１
年
教
区
会
ま
で
〉

　

 

大
阪
教
区
―
主
教　

磯　

晴
久
、
司
祭　

柳　

時

京
、
司
祭　
ウ
イ
ル
ソ
ン 

ウ
ォ
ー
レ
ン
、
太
田
幸
彦
、

辻　

彩
乃

　
（
陪
席
―
辻　

潤
）　

　

 

京
都
教
区
―
主
教　

高
地　

敬
、
司
祭 

大
岡
左
代

子
、
司
祭　

出
口　

崇
、
前
田　

満
、
瀬
戸
和
子

★
主
教
座
聖
堂
参
事

　

 

司
祭　

柳　

時
京
（
長
）、
司
祭　

内
田　

望
、
司

祭　

古
澤
秀
利
、
鈴
木
靖
夫
（
マ
タ
イ
）、
髙
橋
明
子

（
川
口
）、
田
中　

史
（
川
口
）、
小
野
田
芳
大
（
ア

ン
デ
レ
）

★
教
区
審
判
廷
審
判
員
〈
任
期
４
年
：
２
０
２
４
年

の
定
期
教
区
会
終
了
ま
で
〉

　

 

主
教　

磯　

晴
久
（
長
）、
司
祭　

内
田　

望
、
司

祭　

原
田
光
雄
、石
田
美
郎
（
聖
愛
）、井
上
美
津
（
マ

タ
イ
）、佐
野
信
三
（
マ
ル
コ
）、畑
野
め
ぐ
み
（
マ
ル
コ
）、

吉
岡
康
博
（
ミ
カ
エル
）

★
神
学
生
後
援
会
常
任
理
事
〈
任
期
３
年
：

２
０
２
２
年
ま
で
〉

　

 

主
教　

磯　

晴
久
、
司
祭　

金
山
将
司
、
司
祭　

内
田　

望
（
総
務
局
長
）、
寒
河
江
研
司
（
三一）、

山
本
久
美
（
聖
愛
）、
田
中　

史
（
川
口　

聖
職
養

成
委
員
）、水
畑
裕
美
（
会
計
担
当　

教
区
事
務
所
）

★
管
区
連
携
の
担
当
者

　

 

青
年
―
司
祭　

金
山
将
司
・
正
義
と
平
和
―
司
祭

　

原
田
光
雄
・
人
権
―
司
祭　

原
田
光
雄

★
大
宗
連

　

 

主
教　

磯　

晴
久
、
太
田
幸
彦
（
教
区
事
務
所
）

★
災
害
対
策
本
部
担
当
者

　

 

司
祭　

内
田　

望
、
太
田
幸
彦
（
教
区
事
務
所
）

★
大
阪
教
区
成
立
100
年
準
備
委
員
会

　

 

太
田
幸
彦
（
主
事
）、
司
祭　

内
田　

望
（
総
務
局

長
）、
司
祭　

ウ
イ
ル
ソ
ン 

ウ
ォ
ー
レ
ン
（
宣
教
局

長
）、
司
祭　

古
澤
秀
利
（
宣
教
局
長
補
）、
辻　

潤

（
財
政
局
長
）、
鈴
木
憲
二
（
男
子
会
）、
山
村
小

夜
子
（
教
区
婦
人
会
５
月
ま
で
）、
協
力
委
員
―
司

祭　

竹
林
徑
一
、
西
口　

忠

■
諸
団
体

★
教
区
婦
人
会

　

 

会
長　

山
村
小
夜
子
（
川
口
）
―
５
月
ま
で
、
チ
ャ

プ
レ
ン　

司
祭　

内
田　

望

★
連
合
男
子
会

　

 

会
長　

鈴
木
憲
二
（
ス
テ
パノ
）、
チ
ャ
プ
レ
ン　

司
祭

　

原
田
光
雄

★
教
区
Ｇ
Ｆ
Ｓ

　

 

会
長　

岡
墻
敬
子
（
三
一
）、
チ
ャ
プ
レ
ン　

司
祭　

千
松
清
美

★
教
役
者
会
幹
事

　

 

司
祭　

林　

正
樹
、
司
祭　

千
松
清
美
、
司
祭　

成
岡
宏
晃

★
聖
公
会
生
野
セ
ン
タ
ー
大
阪
教
区
後
援
会
常
任
委
員

　

 

主
教　

磯　

晴
久
（
長
）、鈴
木
憲
二
（
ス
テ
パノ
）、

丹
田
則
史
（
ガ
ブ
リ
エル
）、服
部
喜
代
司
（
ト
マ
ス
）、

松
原
恵
美
子
（
テ
モ
テ
）、
呉　

光
現
（
総
主
事
）

★
大
阪
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会　

代
議
員
〈
代
表
以
外
任

期
２
年　
２
０
２
２
年
５
月
ま
で
〉

　

 

主
教　

磯　

晴
久
（
代
表
）、司
祭　

林　

正
樹
（
常

議
員
）、
司
祭　

原
田
光
雄
、
司
祭　

成
岡
宏
晃
、

小
出
裕
司
（
ア
ン
デ
レ
）

★
日
本
聖
公
会
婦
人
会
《
２
０
２
２
年
６
月
ま
で
》

　

 

井
上
惠
美
子
（
会
長
・
マ
リ
ヤ
）、
井
上
美
津
（
副

会
長
・
マ
タ
イ
）、
山
本
久
美
（
書
記
・
聖
愛
）、
川

村
直
美
（
書
記
・
ア
ン
デ
レ
）、
影
山
章
子
（
会
計
・

ヨ
ハ
ネ
）、
植
原
久
美
子
（
会
計
・
ト
マ
ス
）、
チ
ャ
プ

レ
ン
、
司
祭　

内
田　

望

2
0
2
1
年
度
1
月
～

大
阪
教
区
　
諸
委
員
一
覧

（
敬
称
略
）
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【常】
【置】
【委】
【員】
【会】
【報】
【告】
1/15
（定期）

1
．
報
告
事
項

▼
常
置
委
員
長
報
告

• 

1
月
26
日
～
28
日
に
予
定
さ
れ

て
い
た
教
区
教
役
者
会
は
中
止
と

な
っ
た
。

• 

コ
ロ
ナ
に
よ
る
礼
拝
・
総
会
の

対
応
一
覧
を
配
信
し
て
い
る
。

▼
特
別
協
働
教
区
運
営
委
員
会

• 
委
員
長
に
太
田
幸
彦
さ
ん
、
書

記
に
辻
彩
乃
さ
ん
、
出
口
崇
司
祭

を
互
選
し
た
。

• 

各
Ｗ
Ｇ
で
Ｑ
＆
Ａ
の
作
成
に
取
り

組
み
、
２
月
中
の
完
成
を
目
指
す
。

• 

３
月
21
日
の
大
阪
教
区
臨
時
教
区

会
に
は
、
京
都
の
Ｏ
Ｋ
運
営
委
員

も
参
加
す
る
方
向
で
調
整
す
る
。

2
．
協
議
事
項

• 

休
職
中
の
司
祭
の
復
帰
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

• 

聖
職
候
補
生
志
願
、推
薦
、認
可
、

養
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
協
議

し
た
。

• 

２
月
23
日
お
よ
び
27
日
の
聖
職

按
手
式
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
参

加
者
を
制
限
し
て
お
こ
な
う
こ
と

と
す
る
。

3
．
諮
問
事
項

• 

人
事
異
動
に
つ
い
て
、
可
と
答

申
し
た
。（

文
責
・
常
置
委
員
会
書
記
）

1
．
総
務
局
報
告

　

 

大
阪
・
京
都
教
区
報
「
つ
乃
ぶ
え
」

が
２
０
２
１
年
１
月
号
よ
り
合
併

第
１
号
が
発
行
さ
れ
た
。

• 

京
都
教
区
教
役
者
会
が
感
染
症

拡
大
の
た
め
に
中
止
と
な
っ
た
。

2
．
宣
教
局
報
告

• 

2
0
2
1
年
４
月
４
日
～
２
０

２
２
年
３
月
28
日
ま
で
の
代
祷
作

成
を
教
役
者
Ｍ
Ｌ
に
て
依
頼
中
。

３
月
20
日
前
後
に
は
発
信
予
定
。

• 

キ
ッ
ズ
フ
ェス
テ
ィ
バル
部
門
は
対
面

に
よ
ら
な
い
方
法
で
の
行
事
を
企

画
す
る
。

3
．
財
政
局
報
告

• 

２
０
２
０
年
度
教
区
経
常
費
収

支
決
算
前
報
告
（
12
月
31
日
）

• 

2
0
2
1
年
度
牧
会
補
給
金
の

申
請
中
間
報
告

• 

２
月
27
日
に
2
0
2
1
年
度
第
１

回
財
政
局
会
議
を
行
う
。

4
．
協
議
事
項

• 

京
都
教
区
教
役
者
退
職
金
規
定

に
関
す
る
確
認

• 

牧
会
補
給
金
に
関
し
て
考
え
方

の
確
認

• 

聖
職
按
手
式
に
つい
て
協
議
し
た
。

（
文
責
：
局
長
会
議
書
記
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

8
ペ
ー
ジ　

逝
去
の
欄

　

ヨ
ハ
ン
ナ
原
国
治
子
さ
ん
の
お
名

前
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。

　

原
口
治
子（
誤
）→
原
国
治
子（
正
）

　

関
係
者
の
方
々
に
お
詫
び
し
、
訂

正
い
た
し
ま
す
。　
　
　
（
編
集
部
）

【常】
【置】
【委】
【員】
【会】
【報】
【告】
1/18
第 3回
定例

Ⅰ
．
主
教
報
告
及
び
諸
報
告

＊
プ
ー
ル
学
院
短
期
大
学
が
３
月
末

で
閉
校
と
な
り
、
３
月
16
日
の
卒

業
式
後
に
閉
校
礼
拝
が
行
な
わ
れ

る
。

【
総
務
局
】
今
年
度
の
諸
委
員
会
委
員

に
つい
て
報
告
が
あ
り
、
承
認
し
た
。

【
Ｏ
Ｋ
運
営
委
員
会
】
信
徒
や
教
役
者

の
疑
問
に
答
え
る
た
め
の
Ｑ
＆
Ａ
を

作
成
し
て
い
る
。

＊
中
部
教
区
か
ら
Ｏ
Ｋ
委
員
会
の
会

議
を
傍
聴
し
た
い
と
の
依
頼
が
あ

り
了
承
し
た
。

Ⅱ
．
協
議
事
項
及
び
主
教
諮
問

＊
第
125
（
定
期
）
教
区
会
議
事
録
の

読
み
合
わ
せ
を
行
い
、
一
部
修
正

後
承
認
し
た
。

＊
緊
急
事
態
宣
言
と
コ
ロ
ナ
関
連
対

応
に
つ
い
て

•

各
教
会
へ
の
指
示
は
１
月
７
日
に

出
さ
れ
た
主
教
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内

容
を
継
続
す
る
。

•

各
教
会
で
堅
信
受
領
者
総
会
を
対

面
で
開
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

通
常
の
議
案
に
つ
い
て
書
面
決
議

を
認
め
る
。

•

各
教
会
の
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
状
況
を

礼
拝
音
楽
委
員
会
で
調
査
す
る
。

•

磯
主
教
が
毎
週
継
続
し
て
い
る
教

区
Ｈ
Ｐ
への
録
画
配
信
を
、
信
徒
に

見
て
も
ら
う
よ
う
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

•

３
月
21
日
の
第
126
（
臨
時
）
教
区

会
は
予
定
通
り
開
催
す
る
。

＊
４
月
以
降
の
教
役
者
人
事
案
に
つ

い
て
承
認
し
た
。

＊
「
牧
会
献
金
」
の
献
金
袋
が
出
来

上
が
っ
た
の
で
、
主
教
メッ
セ
ー
ジ
を

添
え
て
各
教
会
へ
発
送
す
る
。

＊
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
記
念

礼
拝
に
つ
い
て
、
礼
拝
音
楽
委
員

会
で
検
討
す
る
。

京
　
都
　
教
　
区

大
　
阪
　
教
　
区

（
社
会
福
祉
法
人
）
聖
ヨ
ハ
ネ
学

園
と
は
き
ょ
う
だ
い
関
係

　

創
立
132
年
、
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
か

ら
派
遣
さ
れ
た
女
性
宣
教
師
リ
ー

ラ
・
ブ
ー
ル
師
の
女
子
学
習
会
（
道ど

修し
ょ
う

町ま
ち

）
の
礼
拝
が
そ
の
原
点
。
初

期
に
は
、
ジ
ョ
ン
・
マ
キ
ム
監
督
も

牧
師
を
務
め
た
。
教
会
婦
人
会
の
働

き
と
し
て
、
児
童
養
護
施
設
（
聖
ヨ

ハ
ネ
学
園
）
の
前
身
を
設
立
、
大
阪

初
の
教
会
バ
ザ
ー
は
今
日
ま
で
続
い

て
い
る
。

　

赤
レ
ン
ガ
造
り
の
旧
聖
堂
は
空
襲

で
全
焼
、
現
在
地
に
移
転
、
新
聖
堂

が
再
建
さ
れ
た
。
大
阪
の
ビ
ジ
ネ
ス

街
に
隣
接
、
文
化
に
も
恵
ま
れ
た
立

地
で
あ
る
。
都
心
回
帰
で
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
に
住
む
若
い
家
族
の
方
々
が

急
増
。
近
隣
の
子
ど
も
向
け
に
こ
こ

数
年
、
ピ
ア
ノ
教
室
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
の
会
は
盛
況
で
あ
る
。

（
司
祭　

林は
や
し　

正ま
さ

樹き

）

教
会
紹
介
　
大
阪
編

大
阪
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

【局】
【長】
【会】
【議】
【報】
【告】

1/28

　

ダ
バ
ー
ル
と
は
「
言
葉
」、「
神
の
な

さ
る
こ
と
」、「
出
来
事
」
と
い
う
意
味

合
い
を
含
む
ヘ
ブ
ル
・
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で

す
。
１
９
８
９
年
か
ら
京
都
教
区
報
つ

の
ぶ
え
で
連
載
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
連

載
当
初
は
３
人
の
筆
者
が
書
い
て
お
り

ま
し
た
が
、現
在
は
「
わ
た
し
と
神
さ
ま
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
神
さ
ま
と
の
出
会

い
や
、
こ
ん
な
場
面
で
神
さ
ま
を
感
じ

た
（
感
じ
る
）
こ
と
、
わ
た
し
に
と
っ

て
神
さ
ま
は
こ
ん
な
方
な
ど
、
各
教
会

の
信
徒
の
方
々
に
ご
自
由
に
書
い
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ダ
バ
ー
ル
と
は
な
に
か
？



（毎月20日発行）（4）つ　　の　　ぶ　　え2021.2.20　〔合併2号〕

笠
田
基
督
教
会
（
1
月
11
日
）

ヨ
セ
フ　

北き
た
や
ま山

孝た
か

男お

京
都
聖
マ
リ
ア
教
会
（
12
月
12
日
）

ア
ポ
ロ　

水み
ず

野の

頌
し
ょ
う

平へ
い

A
ndr

ク
ラ
ウ
ダ
ー
·
ア
ン
ド
リ
ュ
ー

ew
W

atson
Crow

der

小
浜
聖
ル
カ
教
会
（
1
月
10
日
）

ガ
ブ
リ
エ
ル　

新し
ん
み
や宮

史ふ
み

子こ

石
橋
聖
ト
マ
ス
教
会
（
12
月
１
日
）

オ
ー
ガ
ス
チ
ン　

小こ

堀ぼ
り　
　

肇
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
12
月
15
日
）

ア
グ
ネ
ス　

古ふ
る

荘し
ょ
う

和か
ず

子こ

田
辺
聖
公
会
（
12
月
27
日
）

マ
リ
ア　

中な
か
が
わ川

良よ
し

子こ

福
井
聖
三
一
教
会
（
12
月
31
日
）

ヨ
セ
フ　

松ま
つ
は
ま濱

敏と
し
ろ
う郎

西
宮
聖
ペ
テ
ロ
教
会
（
1
月
14
日
）

ス
テ
パ
ノ　

濱は
ま
ぐ
ち口

洋よ
う
す
け介

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
1
月
19
日
）

ア
ン
ジ
ェ
ラ　

花は
な
が
き垣　
　

正せ
い

大
阪
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
（
１
月
18
日
）

マ
リ
ヤ　

井い

で出

治は
る

子こ

岸
和
田
復
活
教
会
（
1
月
22
日
）

モ
ニ
カ　

森も
り
か
わ川　

ミ
ヤ
コ

東
豊
中
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会（
1
月
25
日
）

エ
リ
サ
ベ
ト　

青あ
お
や
ぎ柳
富と

み

こ
美
子

聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会
（
1
月
25
日
）

ヨ
ハ
ネ　

大お
お
か
わ川

千せ
ん
ま
ん萬

大阪教区関係教役者

逝去者記念聖餐式
3月10日（水）　10：30～

逝

去

者

京都教区関係逝去教役者

記念聖餐式
3月17日（水）　10：30～

１日　執　事　ペテロ　井
いのうえ

上 栄
さかえ

（1966）
３日　司　祭　フレッド･ケトルウェル（1952　英）
７日　主　教　アブラハム　植

うえまつ

松 従
じゅう

爾
じ

（2017）
10日　伝道師　 南

みなみ

民
たみ

子
こ

（1961）
15日　司　祭　山

やまさき

崎 貞
ていいち

一（1951）
16日　伝道師　宗

むなかた

像 和
かず

雄
お

（2013）
17日　宣教師　フローレンス･エリザベス･ガーディナ（1970）
18 日　主　教　クリストファー　木

き

川
かわ

田
だ

一
いちろう

郎（2015）
20日　宣教師　リーラ･ブール（1924）
　　　司　祭　パウロ　安

あ べ

倍 騰
のぼる

（1945）
21日　主　教　ヒュー・ジェームズ・フォス（1932）
22日　司　祭　オリヴァー・ヘイワード・ナイト（1969）
　　　司　祭　山

やま

根
ね

貞
さだ

夫
お

（2018）
23日　伝道師　ハンナ　田

た

中
なか

　ヲハナ（1983）
24日　宣教師　メアリー・ダブルデイ・ウッド（1891）
　　　伝道師　 林

はやし

歌
うた

子
こ

（1946）
　　　宣教師　ノーラ・フレデリカ・ジェニー・ボウマン（1965）
　　　伝道師　姉

あねがわ

川 鶯
おうせい

声（1989）
26日　司　祭　岸

きしもと

本 隆
りゅういち

一（1953）　
　　　司　祭　ステパノ　東

し ょ う じ

海林 定
さだかず

一（1993
28日　司　祭　伊

い

藤
とう

堅
けんいつ

逸（1967）

＊教役者逝去記念聖餐式は、毎月第２水曜日午前10時30分
から、川口基督教会で行われます。ご関係の有無にかか
わらず、どうぞ自由にご参加ください。

１日　執事　御
ご

領
りょう

剛
ごう

（1999）

10日　司祭　パウロ　内
うち

田
だ

茂
しげ

二
じ

（1945）

　　　司祭　B・Dタッカー（2007）

12日　司祭　ヨハネ 内
うち

田
だ

陽
よう

（1994）

　　　主教　ヤコブ　八
や

代
しろ

崇
たかし

（1997）

15日　司祭　パウロ　立
たちかわ

川 浩
こうぞう

三（2009）

16日　主教　C・Sライフスナイダー（1958）

20日　司祭　パウロ　安
あ べ

倍 騰
のぼる

（1945）

26日　司祭　ヨハネ　久
ひさ

泉
いずみ

清
きよし

（1993）

27日　司祭　北
きたがわ

川 台
だいすけ

輔（1970）

28日　司祭　伊
い

藤
とう

堅
けんいつ

逸（1967）

＊教役者逝去記念聖餐式は、毎月第３水曜日午前10時30分
から、聖アグネス教会で行われます。

洗

礼

堅

信

京
都
教
区
教
役
者（
1
月
31
日
）

主
教　

ヨ
ハ
ネ　

岡お
か

野の

利と
し
は
る治

司
祭　

ベ
ル
ナ
ル
ド　

大お
お
か
わ川

誠
ま
こ
と

小
浜
聖
ル
カ
教
会
（
1
月
31
日
）

榎え

並な
み

英ひ
で

子こ

庄
内
キ
リ
ス
ト
教
会
（
1
月
31
日
）

ナ
タ
ナ
エ
ル　

田た

中な
か

幸こ
う

二じ

魂
の
平
安
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

主
教
巡
回
予
定
︵
３
月
︶

７
日　

桑
名
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ー
教
会

14
日　

東
舞
鶴
聖
パ
ウ
ロ
教
会

21
日　

桃
山
基
督
教
会


